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花き部会員各位 

令和 5年 7月 11日 

いきいき直売の会事務局 

 

切花トウガラシ・ハイビスカス・ソリダコを栽培中の方へ 

 

 今年度、皆様に苗を供給した上記品目について、7/5数カ所の圃場を巡

回し生育状況を確認しました。 

 今回、摘芯されていない株が多く拝見され、これから摘芯を実施すること

の是非が分からなかったため、種苗メーカー（フクカエン種苗）に画像を送

り、回答を得ましたので参考にして頂きますようお願い致します。 

         担当：JA氷見市営農販売課 濱下 TEL:74-8861 

○トウガラシ コニカルシリーズ 

 種苗メーカーの回答： 

  （氷見市窪の圃場の株は）すでに主茎の果実ができてしまっているの

で、摘心時期としては遅く、摘芯を実施したとしても、これからの側枝

の生育が期待できない。 

  摘心をせずにそのままにしておいた方が良いのではないか。 

  写真の圃場の株は草丈 30～40ｃｍ程度と短いが、摘心は花がついた

時期（発蕾期）に実施すべきで、この時期であれば側枝が 60～70ｃｍ

以上になっていないといけない。 

 

  ⇒定植後に摘芯を実施せず、主茎の実が発生している場合は、今から

無理に摘芯を実施せず、整枝（細くて短い側枝を中心に側枝を切除す

る）のみ実施して 4～5本仕立て（主茎 1本、側枝 3～4本）にしてくだ

さい。 
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◆コニカルシリーズ 氷見市窪の生産者圃場 7/5の生育状況 

下記写真では摘芯を実施していますが、摘芯の適期を過ぎています。 

皆様の株もこのような状態であれば、摘芯は行わず整枝のみ行ってくださ

い。 

 

①中央の主茎には果実が発生し、側枝が

10本以上発生していました。 

 
②中央の緑色の丸い玉がトウガラシの果

実です。 

 
③ハサミを用い、果実の下で主茎を切除

しました（摘芯）。 

 

④細くて短い側枝を中心に手で折り取

り、側枝 4本のみ残しました（整枝）。 

 
⑤4本仕立て完了後 
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○トウガラシ カメレオン  氷見市窪の生産者圃場 7/5の生育状況 

種苗メーカーの回答： 

カメレオンは側枝の伸長が良い品種なので、これから摘芯を実施した

場合でも、側枝の生育が期待できる。 

   ただ、主茎が立派に発生しているはずで、主茎を摘芯して切除してし

まうのはもったいないような気がする。 

 

 ⇒「摘芯を実施した株」と「摘芯を実施しなかった株」の 2パターンで栽培

し、どちらの結果が良かったかを見て頂くことをご提案します。 

 整枝はどちらの場合でも実施してください。 

 

①側枝も主茎並みに発達し 10 本以上発

生。草丈は 60ｃｍ程度に生育していまし

た。 

 

②見分けが付きにくいですが、中央の一

番太い茎が主茎です。 

 
③ハサミで主茎を切除しました（摘芯）。 

 

④細くて短い側枝を中心にハサミで切り取り、

側枝 4本のみ残しました（整枝）。 
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切花トウガラシの摘心時期と位置について 

 

 

 

切花トウガラシを上手に作るために・・ 

 

◎摘心は主茎のつぼみが発生したと

き（定植後 3 週間後を目安）に実施す

る。 

◎摘芯後、側枝が 10本以上発生す

るので整枝し、3～4本仕立てとする。 

 

 

 

 

 
⑤4本仕立て完了後 

側枝が倒れないように支柱を 4 本立てヒ

モで支えました。 
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○ハイビスカス   氷見市余川の生産者圃場 7/5の生育状況 

 
①摘芯を実施していない場合、このような

草姿になっているかと思います。 

 
②主茎の摘芯を行いました。 

 
③摘芯後 

 

④定植後に摘心を実施した株。側枝が 5

本程度発生しています。理想は 7～8本 

 

フクカエンの栽培マニュアルには、「摘芯をすることにより側枝数が多く

なり、草丈も 1～1.2ｍほどに短く抑えることができる。1株当り 7～8本の

側枝を得るには、苗の葉数が 10枚前後の頃に摘心して先端を止める」とあ

ります。 

 

⇒摘芯していない場合は、早めに実施してください。摘芯後、側枝が発生し

ますので、整枝して 1株当り 7～8本に仕立ててください。 

 整枝後は、倒伏防止に支柱やヒモで支えをしてください（フラワーネット

を設置していない場合）。 
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○ソリダコ 

種苗メーカーの回答： 

ソリダコの本格収穫は定植 2～3年目からで、定植年は株養生を主眼

に置いて管理する。 

従って、1年目は、株養生のための葉を多めに残して収穫する。 

（氷見市余川の圃場の）無摘芯栽培の株は、思ったより丈が長いので、

70cmの切り花を切って、15cm くらいの茎と葉が残れば大丈夫かと思

う。 

 

 ⇒富山県栽培マニュアルには下記の記述があります。 

 ①摘芯する場合は定植してから 3～4週間後に下葉を 5～6枚残して生長点付近を

確実に摘芯する。②摘芯後、側枝が 5～10ｃｍに伸びたころに、生育の中庸な側枝を 1

株当り 2～3本残す。③据え置き栽培（無摘芯栽培）も同じく生育の揃った茎を 2～3本

/株に整理する。 

 

 無摘芯で栽培された場合は、収穫時は地際から切除するのではなく、15

ｃｍくらいの茎と葉を残すこと。 

 摘心した場合は、摘芯位置より上で収穫し、摘芯位置より下の葉と茎を残

すことが重要です。 
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◆ソリダコ 氷見市余川の生産者圃場 7/5の生育状況 

摘芯を実施しなかった株 

 
①無摘芯栽培のソリダコ。草丈 80～90ｃ

ｍ以上。収穫の際は、15ｃｍ程度、下部の

茎と葉を残す。 

 
②地際から30～40ｃｍ程度は葉のない状

態になっている。生育の段階で雨風等の

影響で痛んで枯れたものと思われます。 

 

◆ソリダコ 氷見市宮田の生産者圃場 7/8の生育状況 

草丈 30ｃｍ程度のころ（5月中旬）に摘心を実施した株 

 

 
①摘芯後、側枝が 1 ヶ所当り（3～4株当

り）15～20本以上発生しています。 

 
②整枝を実施し、1 ヶ所当り（3～4株当

り）10本程度に仕立てました。 

 マニュアルには、3～4本/株とあります

のでこの程度が適正であると考えます

が、現在、種苗メーカーに確認中です。 

7/19目揃え会でお答えします。 


